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羽賀俊明･水口 清 (東京歯科大 ･法歯)
竹中 修 (京都大･霊長研)
ヒトのシスタチン逝伝子 (CST)は退伝子77
ミT)-を形成し､現在少なくとも7つの退伝子座
位が存在することが明らかにされており､唾液中
にはこれらのうち5種の逝伝子産物が存在するこ
とが確認されているpしかし､非ヒト霊長矧ここ
れらのどの種の遺伝子が存在し､どの退伝子が発
現されているかについては明らかにされていない｡
そこで､それぞれ2頭のオオガラゴ (Gc)､ミド
リザル (Ca)､アカゲザル (Mm)､ニホンザル
(Mru)､マントヒヒ (Ph)の唾液及び血液､ワ
タポウシタマリン (So)2頭の血液､カニクザ
ル (Mfa)1頭の唾液を用いて､唾液蛋白シスク
チン及びシスタチン退伝子群の比較をおこなった｡
唾液蛋白シスタチンは､`ヒトのシスタチンS(C
ST4)､SA (CST2)､SN (CSTl)､
D(CST5)の電気泳動バターンと比較したと
ころ､Ca､Gcおよび1頭のMfu(若桜)はシス
-101-
